
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の園風景 

『もりのおふろ』のお話をもとに、動物やおふろやさんになって遊んだ３歳児りすぐみの子どもたち。湯船を出

たり入ったり、体を洗ったり、暖簾を何度もくぐったり、動物のお客さんにお風呂セットをせっせとくばったり

…３歳児ならではの、「自分が今やりたいことを繰り返し楽しむ姿」「友達と一緒に過ごすことを楽しむ姿」がた

くさん見られました     

 

 

り 

 

 

り 

『ぎろろんやまと１０ぴきのかえる』のお話をもとに、カエルやコウモリになって、こんなことしたい！次は

こうしよう！と、毎日遊んでいきました。「病気になったカエルのためにしゃっきりだけを取りにいくのです

が、取って帰れない日もあり、どんな結末にしようか、みんなで思いを出し合い、はなぐみならではのお話が

できました。 

 

り 

１月中旬から、クラスのみんなで１つのお話をもとに 

毎日遊んできたことを、お家の方にみていただきました。 

 

 

り 

『みつばちマーヤ』の長い長いお話を聞き、イメージを広げ、登場物になって遊んだり、お話の１つ１つの場面

を「こんなふうにしたらどうかな」「こう言ったらどうかな」と考え、表現し、毎日遊びながら劇をつくっていき

ました。 

感染症が流行り、クラスのみんながなかなか揃わない日々でしたが、友達の役割も果たそうとしたり、助け合っ

たりしながら、クラスのみんなで力を合わせて劇あそびをする姿が見られました。みんな、本当に大きくなりま

した。 

 

 

 

 

 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

禁野小学校のお兄さんお姉さんと一緒に 

みんなの中にいる「泣き虫鬼」「好き嫌い

する鬼」「怒りんぼ鬼」…その他、いろい

ろな鬼が、出ていきますように…  

そして、今年一年、元気に過ごせますよ

うに… 

鬼は～外！福は～内！ 

遠足、楽しかったね！ 
大きなバスに乗って、キッズプラザ大阪へお別れ遠足にいってきました。大

型バスに目を輝かせ、館内のいろいろな遊具でたっぷりと遊び、「楽しかっ

た」「また行きたい」の声がたくさん聞こえてきましたよ。 

 

 

り 

１年生が自分でつくったお話を紹介してくれた

り、５年生が給食を運んだり一緒に遊んだりし

てくれ、はじめはドキドキして固かった表情が、

だんだん和らいていきました。「小学校って、こ

んなことするんだな」「小学校のお兄さんお姉さ

んって優しいな。面白いな」と就学への不安が

少し和らいだひと時となりました。 


